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あらまし：環境省の開発した水環境健全性指標を WEB サービス版として公表した．同 WEB の大学の授

業等への活用，自治体の行政サービスへの利用，さらに住民・NPO 等の活動での利用など普及が進んで

いる．WEB とすることで，河川調査が簡単になり，調査データの集計・共有が容易となった．また，身

近なスマホの活用により学生等が主体的に調査を行い，調査結果を共有することができ，議論をする材料

を得ることができたと考える．これら各場面での調査の仕組みを情報システムの観点から紹介する． 
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1. はじめに 

水環境健全性指標（以下，同指標 1）と称す）は，

高度経済成長期以降に身近な川が住民の意識から遠

ざかった反省から，環境省が再びこれを取り戻そう

と作成した水環境調査のツールである．2009年に公

表されて以来，多くの教育現場，行政の事業，さら

には住民・NPO 等で使用され活用されてきた．しか

し，紙面の調査票を使用するため，慣れた調査員が

いないと円滑な調査が難しく，また，集計や調査結

果の共有などにおいて課題を有していた． 

これらの課題を解消するために，スマホを利用し

た同指標の調査方法として WEB サービスを活用し

た技術を開発した．そして，その成果として平成 30

年 9月には“水辺へ Go！”をβ版として公開してい

る 2)3)．本稿では，同ツールの有効性を情報システム

の観点から考察した． 

 

2. 水環境健全性指標とは 

同指標は，水辺の健全性を判断するための指標で

ある．ここで言う「健全：soundness」とは，自然環

境と人間活動がその場に於いてバランスしている状

態と定義している．同指標は 5 つの調査軸から構成

されており，全部で 20の個別指標を有している（表

1）．これら５つの視座，20の視点で川を見ることに

より，川の良さが明確になるものと考えている． 

第１軸と２軸が自然環境を表し，第３軸から５軸

までが人間活動を表している．調査者は，個別指標

毎に３点満点で水環境（水辺）の良し悪しを判断す

る．この際に調査者は，調査マニュアル 1)を参照し

ながら，できるだけ主観を排除して水環境が１~３

点までのどの分類に該当するかを判断する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. WEB版による調査 

3.1 WEB版の概要 

“水辺へ Go！”の画面で「スタート」と「注意事

項に同意して調査開始」を続けて押すと現在位置を

センターとした地図が表示される（図 1）．この地図

上で水辺の位置を「長押し」すると調査を行う５つ

の軸が表れて軸毎に個別指標に回答することとなる．

回答は，水辺の状態を 3 段階で判断し，理由をコメ

ントとして残す．そのエビデンスとして各軸 1 枚の

写真を撮影する．WEB 調査では，この写真が全ての

表 1 水環境健全性指標 

自
然
の
状
態
を
表
す 

人
間
活
動
を
表
す 

― 71 ―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A1-2 



判断の根拠となるため重要な情報となる． 

1 回の調査では，20 の個別指標の 3 段階で表され

た得点とコメント及びエビデンス写真（1 枚以上）

が調査情報として記録される． 

3.2 WEB版の様々な用途への活用 

WEB 版のデータは従来の紙調査の場合と違い大

量のデータを一度に取得・記録できる特色がある．

このため，学校での授業の教材として利用されるこ

とが多い．また，そのデータは研究者の研究材料と

もなる．また，行政の有する情報と併せて住民自ら

が水辺を調査するツールとしても有効に利用できる．

行政はその結果を活用することもできる．さらに，

住民・NPO等が活用する場合には活動の成果を直ち

に情報発信できるというメリットがある 

 

4. 環境情報システムとしての構造 

WEB 版の環境情報の流れについてシステム論的

な観点から以下に考察する． 

4.1 個人における情報処理プロセス 

WEB 版では前述のような様々な用途で容易に調

査を行うことができる．その際に，水辺での調査者

の判断は，図 2 のような自己判断システムによって

情報処理がなされると考えられる．即ち「調査者の

属性」「水環境意識」「水環境特性」及びそれらより

選択される「水環境利用行動（水環境の判断：得点

化）」から構成されるシステムである 4)．まず，調査

者の属性（例えば居住場所の近くに河川があるか否

か，水辺を遊び場所としていた経験の有無等）が基

本的な要因として存在する．次に調査者の過去の経

験を通して醸成された潜在的な水環境意識が作用し，

これら２つの要因に加えて，判断基準となるマニュ

アル 1)の写真に示される「判断基準」を想起しつつ，

利用行動の一環として得点化の判断がなされる．で

きるだけマニュアルに基づく客観性のある判断を行

いたいが，実際には上記のような情報システムとし

て作用していると推察される． 

4.2 水環境調査での水環境情報の流れ 

調査者個人は行政の方々や学生・生徒、住民・NPO

等である．個人が水環境の判断を行い，付与した得

点を保存するとともにその場でレーダーチャートと

して得点を確認することができる．一方，保存され

たデータは取り出して調査者のグループで共有する

ことができる．これらデータを利用して図 3 に示す

データ活用①②③に示す様々な活用が可能である．

これらの調査結果は水辺のランキング等として相対

評価される．このことは調査者のモチベーションを

高めることともなる．このようなサイクルを繰り返

すことで普及を進めることができると考えている． 

 

5. まとめ 

水環境健全性指標を“水辺へ Go！”という WEB

版の調査ツールとして提供し，その調査場面から活

用までの情報の流れをシステム論的に整理した．デ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 WEB 版の“水辺へＧｏ！” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 調査における調査者の自己判断システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 調査展開段階における情報処理と調査フロー 

 

―タを広く共有することで様々な活用が可能である

と考えている．今後の調査手法の普及とデータ蓄積，

それら情報を活用した展開が期待される． 
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